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和歌山県と山東省は昭和 59 年（ 1984 年）に友好省県提携を結んで以来、ビジネス分野の
関係強化への動きのみならず、お互いの環境分野、農業分野、観光分野、文化・芸術分野
などにも幅広く協力交流を深めてきた。 2019 年、和歌山県と山東省との友好交流 35 周年







2. 山東省の基本概況  
  
図 1.山東省の位置            図 2.省内 17 市の分布位置  
 
（1）省都  済南市  （さいなんし/チーナンし） 
（2）面積  15.79 万㎢  ※日本の面積の約 4 割   
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（3）位置  北緯 34°22′52″－38°15´02″ ※茨城県、石川県、サンフランシスコとほぼ同緯度  
（4）気候  温帯モンスーン気候   
済南市年間平均気温：13.4℃、年間降水量：615.8mm 
（最高：7 月平均 27.3℃   最低：1 月平均 -4.4℃）  
（5）管轄地区   
16 市（済南、青島、シ博、棗荘、東営、煙台、維坊、済寧、泰安、威海、日照、臨沂、徳州、聊城、
濱州、荷澤） 莱蕪市は 2019 年 1 月に済南市と合併し、済南市の管轄区になった。 
※青島市は全国で 15 ある副省級都市のひとつ。経済力は省内 1 位。 
（6）人口  10047.24 万人（2018 年末、常住人口） 
 
3. 山東省地域経済の特徴  





域と青島、煙台、威海、維坊、シ博、東営、日照の 8 市および濱州市所管の 2 県から構成され、海
洋面積は 15.95 万㎢、陸域面積は 6.4 万㎢に達した。 
（2）海洋戦略  山東省は海洋大省と言われて、海岸延長線は 3000km、全国の 1/10 を占めている。
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 （3）産業戦略  日系企業では小松製作所やイオンなどを筆頭に累計 1456 社が進出し、105 億ドル
の投資を行ってきた。一方、中国のハイセンス（海信グループ）が東芝の事業を買収するなど、山東















⇒主要の日本料理店は青島市内で約 50 店舗、開放的な国際都市なので、生活面も安心  
⇒青島日本人学校の開校（2004 年 4 月）により家族での滞在がよりスムーズに   
⇒日本国駐青島総領事館が 2009 年 1 月に開館、各種手続き・査証が便利になる 
⇒JETRO 青島事務所の情報提供や展示会参加の協力も可能  





 ③海洋産業  
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 ④福祉健康事業  





延べ 100 社、中国側 286 社が参加され、商談件数は延べ 662 件の実績がある。これからも高齢化
社会に直面する中国に対して、日本の知見をビジネスになることは予想できるだろう。  
 ⑤観光産業  
観光の潜在的な力は大きく、世界規模で見ると最大の所得と雇用を生み出す産業と言われてお
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